退職に伴う誓約書

株式会社

代表取締役　　　　殿
私は令和7年●月●日付にて、一身上の都合により退職いたしますが、就業規則第●条から●条に基づき以下の事項につき誓約いたします。
１．秘密保持に関する誓約
　私は、貴社営業秘密情報ならびに個人情報に関して、以下の事項を遵守することを誓約いたします。
第１条（秘密保持の確認）
　私は貴社を退職するにあたり、以下に示される貴社の技術上または営業上或いは個人情報（以下「秘密情報」という）に関する資料等一切について、原本はもちろん、そのコピー及び関係資料を貴社に返還し、自ら保有したり外部に保管していないことを誓約致します。秘密情報を記録した媒体物である図面、書類、複写物、複製物、磁気テープ、フロッピーデスク、USB接続メモリー、CD、DVD、パソコン、スマホ等や、秘密情報を化体した物件であるサンプルや部品、装置・設備等を全て、会社に返還するものとします。もし、私のパソコンや外付メモリー、クラウドシステムなどに、秘密情報が記録されている場合には、会社の担当者の面前で、削除するものとします。

(1) 顧客名簿、販売企画、顧客開拓、顧客与信、販売仕入額、製造技術、設計その他販売や技術に　　
関する営業上の情報

(2)
会社の運営する機械設備やコンピューターシステムの内容

(3)
その他会社の業務活動に有用な技術上または営業上の情報であって公然と知られていないもの

(4)
財務、経営に関する情報

(5)
人事管理に関する情報

(6)
他社との業務提携や訴訟または紛争に関する情報

(7)
関連会社に関する情報

(8)
その他会社が機密に指定した情報
第２条（秘密の帰属）
　秘密情報は貴社に帰属することを確認致します。秘密情報その権利が私に帰属する旨の主張を致しません。
第３条（退職後の秘密保持の誓約）
　秘密情報については、貴社を退職した後においても、私自身のため、あるいは他の事業者その他の第三者のために開示、漏洩、提供もしくは使用しないことを誓約致します。
２．退職後の競業避止義務に関する誓約

（１）私は貴社退職後２年間にわたり貴社と競合する業務に関して大阪府下において行わないことを誓約致します。
　①貴社と競合関係に立つ事業を自ら開業または設立した場合、貴社の顧客と接触しないこと。

　②貴社と競合関係に立つその他の事業者に就職した場合、貴社の顧客と接触しないこと。
（２）この誓約書で競業とは、以下の業務とすることを理解しました。

　①

　②

　③

　④
（３）私はこの競業避止に対するすべての代償として特約手当、●万円を令和7年●月●日に受給致しました。
３．従業員の引き抜き禁止に関する誓約
（１）私は、在職中及び退職後2年以内の期間において、自ら設立した事業のため、または雇用（役員への就任を含む）される第三者のために、貴社の従業員に対する勧誘・採用活動を直接的にも間接的にも行わず、または自ら採用しないことを誓約します。
４．引継ぎに関する誓約
（１）私は事務引継ぎ等を速やかに行い､その後の会社の業務に支障を及ぼさないよう致します。
５．損害賠償
　前１から４の各条項に対して違反した場合、民事・刑事における法的な一切の責任を負担するものであることを確認し、これにより貴社が被った一切の損害を貴社が決めた期日までに賠償することを誓約します。
なお貴社に対して、私が退職後も本誓約書において負う義務を除いて何ら債権債務がないことを確認します。
令和　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
